
◇
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

安
倍
内
閣
が
支
持
率
が

低
下
す
る
中
、
北
朝
鮮
問

題
を
「
国
難
」
と
仕
立
て
、

野
党
の
混
迷
す
る
な
か
解

散
に
逃
げ
込
ん
だ
。
当
初

は
、
民
進
党
が
希
望
の
党

に
合
流
し
、
思
惑
が
外
れ

た
格
好
で
あ
っ
た
が
、
希

望
の
党
が
瓦
解
し
自
民
党

が
議
席
を
確
保
し
た
か
に

み
え
る
。

た
だ
し
、
希
望
の
党
が

仮
に
増
加
し
た
場
合
こ
そ

自
民
党
の
補
完
勢
力
が
力

を
増
し
た
に
過
ぎ
ず
、
む

し
ろ
、
立
憲
民
主
党
が
立

ち
上
が
り
、
希
望
の
党
を

上
回
る
議
席
を
確
保
し
た

こ
と
を
喜
び
た
い
。
共
産

党
が
選
挙
区
に
お
い
て
、

協
力
支
援
し
た
こ
と
を
大

英
断
と
評
価
し
た
い
。

◇
野
党
共
闘
の
た
め
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
思
い
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い

今
や
国
政
選
挙
は
一
人

区
の
小
選
挙
区
制
で
あ
る

こ
と
を
痛
切
に
感
じ
る
か

ら
、
一
野
党
だ
け
で
は
と

て
も
与
党
に
立
ち
向
か
う

選
挙
と
な
ら
な
い
か
ら

だ
。全

国
で
各
党
が
棲
み
分

け
し
て
、
野
党
一
本
化
し

て
こ
そ
、
選
挙
民
の
期
待

も
高
ま
り
、
機
運
が
生
ま

れ
る
。

ち
な
み
に
、
衆
議
院
の

比
例
も
ブ
ロ
ッ
ク
制
で
あ

る
こ
と
が
、
少
数
野
党
の

死
票
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

◇
鳥
取
県
で
は
野
党
共
闘

が
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
、
野
党
共
闘

を
前
進
さ
せ
る
の
に
必
要

な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か

今
回
の
希
望
の
党
へ
の

合
流
に
み
ら
れ
た
よ
う

に
、
民
進
党
が
究
極
的
に

共
産
党
を
切
り
離
し
に
動

い
た
。

選
挙
結
果
が
、
風
頼
み

で
動
く
よ
り
、
確
か
な
方

針
と
活
動
を
続
け
る
党
と

連
携
す
る
こ
と
が
、
ど
れ

程
、
信
頼
を
得
る
こ
と
に

つ
な
が
る
か
を
民
進
党
関

係
者
も
感
じ
て
い
る
は

ず
。
ま
た
、
共
産
党
も
共

闘
を
め
ざ
す
う
え
で
、
他

党
を
支
持
し
て
い
る
民
主

団
体
等
と
さ
ら
な
る
相
互

理
解
を
深
め
る
努
力
が
求

め
ら
れ
る
。

県
革
新
懇
は
９
月
10

日
、
北
栄
町
中
央
公
民
館

で
２
０
１
７
年
度
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
前
総
会
以

降
の
活
動
に
つ
い
て
振
り

返
る
と
と
も
に
、
参
加
者

か
ら
報
告
さ
れ
た
各
分
野

で
の
取
り
組
み
や
経
験
を

共
有
。
２
０
１
７
年
度
の

課
題
と
方
針
、
役
員
体
制

を
確
認
し
ま
し
た
。
確
認

さ
れ
た
課
題
と
方
針
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
．
切
り
開
い
て
き
た
「
新

し
い
時
代
」
を
、
さ
ら
に

前
に
進
め
る
共
同
を
各
分

野
で
発
展
さ
せ
、
安
倍
政

権
を
倒
し
て
新
し
い
政
治

を
ひ
ら
く

①
市
民
と
野
党
の
本
気
の

共
闘
を
つ
く
り
、
安
倍
政

権
を
倒
し
、
国
民
の
願
い

に
こ
た
え
る
新
し
い
政
治

を
つ
く
る
た
め
全
力
を
あ

げ
る

②
憲
法
破
壊
阻
止
・
立
憲

主
義
を
取
り
戻
す
た
め
、

草
の
根
の
世
論
と
運
動
を

広
げ
る

③
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
中
止

し
、
国
民
の
く
ら
し
最
優

先
の
経
済
政
策
へ
の
転
換

を
求
め
る

④
核
兵
器
禁
止
条
約
を
力

に
、
核
兵
器
廃
絶
・
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
の
実

現
を
め
ざ
す

⑤
沖
縄
に
連
帯
し
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
阻
止
の
運

動
を
発
展
さ
せ
る

⑥
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
断
念
し
、
地

場
産
業
を
振
興
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
住
民
本
位
の

「
地
方
再
生
」
を
は
か
る

⑦
島
根
原
発
を
は
じ
め
、

い
っ
さ
い
の
原
発
再
稼
働

反
対
、
「
原
発
ゼ
ロ
の
日

本
」
を
め
ざ
す

⑧
地
域
で
の
要
求
運
動
を

重
視
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
地
域
づ
く
り
を
す
す

め
、
「
住
民
が
主
人
公
」

の
地
方
政
治
実
現
に
力
を

つ
く
す

二
．
新
し
い
政
治
を
拓
く

歴
史
的
任
務
に
ふ
さ
わ
し

く
、
県
下
の
隅
々
に
革
新

懇
の
組
織
と
ニ
ュ
ー
ス
読

者
を
増
や
す

①
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る

革
新
懇
の
役
割
を
深
く
つ

か
ん
で
、
革
新
懇
づ
く
り

を
本
格
的
に
前
進
さ
せ
る

②
歴
史
的
任
務
に
相
応
し

く
体
制
強
化
を
は
か
る

③
次
期
総
会
ま
で
に
「
全

国
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
」
読

者
５
０
０
人
を
め
ざ
す

④
「
県
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
」

の
充
実
と
発
行
体
制
の
強

化
を
は
か
る
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革新懇の三つの共同目標
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１１月１０日

①経済を国民本位に転換し、暮らしが

豊かになる日本をめざします。

②憲法を生かし、自由と人権、民主主

義が発展する日本をめざします。

③日米安保条約をなくし、非同盟・中

立の平和な日本をめざします。

長谷川 稔 さん

は せ が わ みのる

鳥取県議会議員（無所属）、元倉吉市長

倉吉市議会議員当時、社会党が小選挙区制度導入・政党助成法

に賛成したのに反対し、離党。その後、県議会議員、市長を経て

現在、県議会議員（４期）。昨年の参議院選挙で野党統一候補勝

利に奔走。鳥取県革新懇代表世話人、全国革新懇世話人。

野党が一本化してこそ
国民の期待も高まる

安倍首相による臨時国会冒頭での突然の衆議院解散。所信表明演説

も審議も一切なく、「疑惑隠し」など党利党略、政治を私物化する暴挙

に加え、「希望の党」による野党勢力の分断と逆流が持ち込まれるなか

での選挙となりました。

昨年夏の参議院選挙からこの間、市民と野党の共闘を積極的にすす

めてこられた県議会議員の長谷川稔さんに、今回の衆議院選挙につい

てお聞きしました。

市民と野党の共同で
新しい政治の実現を

県革新懇2017年度総会



「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」

と
「
総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
」
が
共
催
す
る
国

会
周
辺
包
囲
大
行
動
で
４

万
人
が
「
９
条
改
憲
ノ
ー
」

の
声
を
響
か
せ
た
の
と
時

を
同
じ
く
し
て
、
米
子
市

で
日
本
国
憲
法
公
布

年
71

記
念
学
習
講
演
会
が
開
か

れ
、
藤
田
安
一
鳥
大
名
誉

教
授
が
「
憲
法
９
条
を
変

え
て
『
戦
争
す
る
自
衛
隊
』

に

し

て

い

い

の

で

す

か
？
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

共
同
主
催
団
体

、
参

21

加
者
数

名
で
会
場
は
満

85

席
と
な
り
ま
し
た
。

一
、
選
挙
の
結
果
は
自
民

党
の
圧
勝
だ
っ
た
が
、
野

党
分
裂
、
小
選
挙
区
制
マ

ジ
ッ
ク
、
北
朝
鮮
問
題
に

よ
る
消
極
的
勝
利
に
す
ぎ

な
い
。
野
党
が
統
一
候
補

を
立
て
て
い
れ
ば

選
挙

63

区
で
勝
敗
が
逆
転
し
て
い

た
。
比
例
区
で
は
野
党
票

が
は
る
か
に
上
回
る
。

公
明
は
政
教
一
致
（
違

憲
）
の
政
党
と
し
て
政
権

与
党
に
し
が
み
つ
く
。「
希

望
」
は
小
池
の
安
倍
と
ほ

ぼ
同
じ
地
金
が
あ
ら
わ

れ
、
予
期
せ
ぬ
敗
北
。「
立

憲
」
は
民
進
党
か
ら
リ
ベ

ラ
ル
の
党
と
し
て
分
離
・

化
に
成
功
し
、
反
安
倍
の

受
け
皿
と
し
て
大
躍
進
。

「
共
産
」
は
「
立
憲
」
の

立
ち
上
げ
で
反
安
倍
の
票

が
同
党
に
流
れ
、
大
き
く

後
退
し
た
。
野
党
共
闘
と

党
勢
拡
大
の
ジ
レ
ン
マ
を

ど
う
克
服
す
る
か
、
今
後

が
心
配
だ
。
護
憲
派
に
と

っ
て
、
若
者
の
「
自
民
」

支
持
の
高
さ
も
警
戒
を
要

す
る
。

二
、選
挙
結
果
を
受
け
て
、

改
憲
に
向
け
て
の
動
き
が

本
格
始
動
す
る
。
年
内
に

自
民
党
改
憲
案
を
策
定
、

両
院
憲
法
審
査
会
で
審

議
、

年
中
に
改
憲
発
議
、

18
年
夏
参
院
選
と
同
時
に

19国
民
投
票
（
？
）
、

年
20

に
改
正
憲
法
施
行
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
。
９
条
に
３
項

を
追
加
し
て
、
専
守
防
衛

を
投
げ
捨
て
集
団
的
自
衛

権
を
行
使
し
て
米
国
の
戦

争
に
参
加
す
る
自
衛
隊
を

憲
法
に
書
き
込
み
、
９
条

を
無
力
化
す
る
。

三
、「
戦
争
す
る
自
衛
隊
」

に
よ
っ
て
報
復
戦
争
、
テ

ロ
攻
撃
、
日
本
本
土
の
沖

縄
化
、
徴
兵
制
導
入
の
危

険
性
が
高
ま
り
、
軍
事
費

膨
張
の
国
民
生
活
へ
の
重

大
な
影
響
と
い
っ
そ
う
の

格
差
・
貧
困
の
広
が
り
が

進
む
。

今
回
の
選
挙
で
の
敗
北

で
「
憲
法
改
正
国
民
投
票
」

に
臨
む
覚
悟
が
必
要
と
な

る
。講

演
と
活
発
な
質
疑

の
後
、
浜
田
章
作
県
革
新

懇
代
表
世
話
人
が
改
憲
投

票
制
度
に
潜
む
問
題
点
、

「
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０

０
０
万
署
名
」
推
進
と
実

戦
的
な
憲
法
学
習
の
重
要

性
を
提
起
し
ま
し
た
。

(

浜
田)
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米
子
で
憲
法
学
習
会

総
選
挙
結
果
と
９
条
改
憲

藤
田
鳥
大
名
誉
教
授
が
講
演

会場いっぱいの参加者 １１月３日、米子市ふれあいの里

沖縄ドキュメンタリー映画連続上映会（第３回）

１１月２３日（木・祝）鳥取さざんか会館・大会議室
第１回 １０時〜（託児あり）
第２回 １４時〜（託児なし）

１１⽉２３⽇（⽊・祝）倉吉交流プラザ・第１研修室
第１回 １４時〜 第２回 １７時〜

１１月２６日（日）ブィレステひえづ・ひえづホール
第１回 １３時〜 第２回 １５時３０分〜

共通入場券 １,０００円（２０歳未満 無料）

主催：沖縄と連帯するとっとりの会

090-8068-9044（東部） 090-1686-6588（中部）
090-6409-3949（⻄部）

１１月３日（憲法公布７１年）
県内各地で多彩な催し開催

月
３
日
、
鳥
取
市
９

11
条
の
会
主
催
で
「
は
と
風

船
と
あ
る
こ
う
２
０
１

７
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
や
青

年
も
含
め

名
の
参
加
者

23

が
、
平
和
の
象
徴
で
あ
る

白
い
は
と
の
形
を
し
た
風

船
を
持
っ
て
、
若
桜
街
道

な
ど
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
道
行
く
子
ど
も
た
ち

か
ら
「
欲
し
い
！
」
と
大

人
気
。
用
意
し
た
約
１
０

０
羽
全
て
配
り
ま
し
た
。

配
る
な
か
で
家
族
の
方

に
、
憲
法
や
戦
争
に
つ
い

て
話
も
し
、
「
安
倍
首
相

に
賛
成
で
す
」
と
い
う
方

も
。
ゆ
る
や
か
に
対
話
が

で
き
る
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

（
県
民
医
連
・
是
枝
）

はと風船配って「９条守ろう」

若桜街道歩行者天国で鳥取市９条の会

沖縄の米軍や自衛隊の実態は、本土の人間にとって遠いものと感じ

る人は多く、その無知さはここ１０年近くさらに深まっているようだ。

政府は、高江への米軍ヘリパット、辺野古の新基地、宮古・石垣島の

自衛隊ミサイル基地の建設と、そこに住む沖縄の人々の声を、そして

琉球処分以降の沖縄の思いを蔑ろにして圧政を強いてきた。

「沖縄と連帯するとっとりの会」が今年５月に結成され、そこに参

画した人たちは、１５０名近くとなった。多くの人たちから、より深

く沖縄の現実を知りたいとの声を受け、三上智恵監督作品の沖縄ドキ

メンタリー映画『標的の村』『戦場ぬ止み』『標的の島 風かたか』を

９月から３ヶ月連続の上映会を計画した。９・１０月の上映会は、台

風直撃の日ではあったが、県内各地から２００名近い方が集まり、沖

縄の人たちの闘う姿に思いを馳せ、涙した。その最中の米軍ヘリの事

故は、新基地建設中止の必然性を感じた。

今月２３・２６日は、県内３地区で『標的の島 風かたか』の上映

会を開催する。新聞には南国沖縄の観光広告ばかりが目に付くが、小

さな島々さえ、戦争の「最前線」になっていることをこの映画は伝え

ている。大いなる自然と文化・歴史に支えられた沖縄の底力と希望の

姿を、ぜひこの映画から受け取ってほしい。


